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一、
筑波大学哲学・思想学会評議員の選出
〇評議員の任期満了に伴い、
新評議員（任
期二0一九
年四月一日＼二0ニ―年
三月
三十一日）を選出した（学会幹事を選挙管理委員とし、
無記名連記、
郵送投票により
実施）。
会員の互選により選出された評議
員は次の十八名である。
五十嵐沙千子、
井川義次、
伊藤益、
小野基、
川井博義、
木村勝彦、
木村武史、
桑原直己、
佐藤貢悦、
千葉建、
津崎良典、
土井裕人、
橋本康二、
馬場智理、
檜垣良成、
保呂篤彦、
水野建雄、
山中弘
敬称略）
二、
評議員会の開催
二0一八年四月
二十一日
第一回
評議員会が筑波大学人文社会系棟八階会議室において開催された。0事務局代表に、
土井裕人氏、
五十嵐沙千
子氏が委嘱された。0会計監査委員（ 0一七年度・ニ0一八年度）
に、
千葉建氏、
檜垣良成氏が委嘱さ
れた。
彙報
田村歩
2宮
沢賢治の菜食主義ー同時代との比
較からー
0二〇れた。0学会賞の選考委員が選出された。
二0一八年十月二十日（土）
第二回評議
員会が筑波大学人文社会系棟八階会議室において開催された。〇院生幹事
に、
竹中淳、
岸本崇、
横山啓人
の各氏が委嘱された。0学会賞の最終候補作について審議された。0終身会員について審議された。0『哲学・思想論叢』
の投稿締切日につい
て審議された。三、
第三十九回学術大会の開催
〇筑波大学哲学・思想学会第三十九回大は、
二0一八年 月二十日（土）
筑波大学
人文社会系棟AlOlを会場として開催され、以下の研究発表、
公開講演および総会が行
われた。〔研究発表〕
1デ
カルトにおける意志の自由と経験
ー意志の自由が要請される二つの局面ーーー
八年度の活動方針について審議さ
〔総会〕〇筑波大学哲学・思想学会奨励賞の授与式が行われ、
村上晶著、『巫者のいる日常ー
ー津軽のカミサマから都心のスピリチュアルセラピストまで』（春風社
、二
0一七年
〔公開講演〕
言葉と沈黙
京都大学名誉教授
藤田正勝檜垣良成
7カ
ン
武藤亮飛
6 5 
石田隆太
「囲いに入れられた神」と「赤く顔を塗られた神」ー一六世紀ペルー副王領におけるタキ・オンコイの謎を解くー
谷口智子
宗教間の交流・対話・協力の発生と発展についての一考察ー地域レベルでの実践を事例にー
4諸
天使の種別化とフランシスコ・ス
アレス
牧野静
3後
期ウィトゲ ュタインと「生の
ー日記的遺稿の分析を通して
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発行）、
および、
「倫理の言
表 不 可 能 性 の 問 題 ー ー
期ウィトゲ
ンシュタインの倫理思想」
学・思想論
叢』第三十六号、筑波大学哲学・思想学会、二0一八年発行）に対して平成三十年度奨励賞が授与された。〇活動報告
平成二十九年度の活動報告が
承認された。0会計報告
北夏子幹事より、
別表の通り
平成二十九年度会計報告（平成二十九年四月一日＼平成三十年三月三十一日）
がなさ
れ、
承 認 さ れ た
。
四、
編集委員会の開催
『哲学・思想論叢』第三十七号の第一回
編集委員会が、
六月二十七日（水）筑波大
学人文社会系棟A823 議室において開催された。0第三十七号の編集方針・日程等が検討された。
第二回編集委員会が、九月二十六日（水）
に前回と同じ場所で開催された。0投稿 論 文 の 審 査 に つ い て 検 討 さ れ た 。0第三十九回学術大会研究発表者の選考が行 わ れ た 。0大会プログラムについて 検 討 さ れ た 。第三回編集委員会が十月二十四日（水）に
前回と同じ場所で開催された。0投稿論 文 が 審 査 さ れ た 。第 四 回 編 集 委員会が十二月十九日（水） に 、メールにより開催された。0投稿論文が審査された。五 、
会 員 異 動
0新入会員伊藤匠、小端香里、 松 田 顕 栄 、
カルワール・
アナント・プラサド、
周正、
チ ョ ウ ・ ガ イ
エン、
西山哲央
0 終 身 会員竹村喜一郎、
谷川多佳 子 、
中野毅、
堀 池信
夫〇退会会員石川都、
大野出
立花希一、
松井
（五十音順敬称略）
（二0一八年十二月二十四日
北夏子記
『哲学・思想論叢』
第三十八号原稿募集
•原稿締切日
九月最終水曜日の前日―10一九年九月二十四日（火）論文執筆規定をご参照の上、
ご寄稿
く だ さ い 。
筑波大学哲学・思想学会平成29年度会計報告
（平成 29年4月1 日 ～平成 30年3月31 日）会計担当幹事 樋口達郎
（単位：円）
収 入 支 出
前 年 度 繰 越 金 1,072,628 機 関 誌 作 成 費 316,782 
学 ム云 費 516,000 通 信 費 38,147 
ア ル バ イ ト 代 45,500 
学 A 云 賞 50,000 
大 ムェぷ 開 催 費 67,796 
評議員会開催費 85,700 
事 務 用 品 代 1,695 
次 年 度 繰 越 金 983,008 
計 1,588,628 計 1,588,628 
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